
誰
し
も
、
一
瞬
の
間
た
り
と
も
決
し
て
無
行
為
で
い
る
こ
と
は
な
い
。

プ
ラ
ク
リ
テ
イ

グ
ナ

各
人
は
、
自
性
（
ｌ
原
質
）
か
ら
生
ず
る
性
質
（
Ｉ
徳
）
に
よ
っ
て
、
否
応
な
く
行
為
を
強
い
ら
れ
る
の
だ
か
ら
。

こ
の
一
文
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
宗
教
の
聖
典
頁
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
（
第
三
章
五
偶
）
に
み
え
る
詩
偶
で
、
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
学

的
発
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
為
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
人
間
の
在
り
方
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

「
業
」
と
い
う
語
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
カ
ル
マ
ン
（
厨
黒
目
②
口
）
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
な
す
」
「
行
為
す
る
」
「
作
る
」
と
い

う
動
詞
の
語
根
ク
リ
（
々
）
に
由
来
す
る
よ
う
に
、
こ
の
語
は
「
業
」
と
な
ら
ん
で
「
行
」
「
作
業
」
「
事
」
「
行
業
」
「
所
作
」
「
業
因
」

な
ど
と
翻
訳
さ
れ
、
カ
ル
マ
ン
の
も
つ
意
味
内
容
は
、
す
こ
ぶ
る
多
岐
に
亙
る
も
の
で
あ
る
（
一
般
に
「
業
」
の
原
語
を
カ
ル
マ
と
す
る
の

は
、
中
性
名
詞
カ
ル
マ
ン
の
単
数
主
格
形
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
思
想
と
業
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
、
「
業
」
の

一
面
の
み
を
把
え
る
こ
と
は
誤
解
を
招
く
こ
と
す
ら
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
イ
ン
ド
思
想
を
語
る
場
合
、
「
業
」
の
問
題

イ
ン
ド
思
想
と
業
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八
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イ
ン
ド
思
想
と

ｌ
序
章
！

は
し
が
き
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を
度
外
視
し
て
は
論
じ
つ
く
さ
れ
な
い
こ
と
も
亦
、
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
多
面
性
を
含
む
課
題
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
業
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
問
題
点

を
項
目
的
に
と
り
あ
げ
て
、
「
業
」
の
問
題
を
今
日
的
課
題
の
中
で
考
察
す
る
た
め
の
序
章
と
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
文
献
的
操
作

は
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
。

「
業
」
は
行
為
で
あ
る
。
「
業
」
の
本
義
は
、
あ
く
ま
で
も
行
為
、
「
行
業
」
で
あ
る
。
人
間
の
行
為
が
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
と

し
て
も
、
人
間
は
、
行
為
な
し
に
一
瞬
時
た
り
と
も
あ
り
え
な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
の
行
為
は
、
佛
教
術
語
と
し
て
身
業
、
口
（
Ｉ
語
）

業
、
意
業
の
三
業
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
三
業
の
中
で
、
人
間
の
行
為
の
す
蕊
へ
て
は
意
思
力
に
よ
っ
て
決
定
（
Ｉ
思
業
）
さ
れ
、
身
業

口
業
と
し
て
外
に
表
現
さ
れ
る
（
Ｉ
思
已
業
）
点
で
、
佛
教
で
は
、
意
業
に
重
点
が
お
か
れ
る
の
は
自
然
の
理
で
あ
る
。
「
業
は
思

（
８
冨
目
）
を
体
と
す
る
」
と
い
う
佛
教
（
経
部
）
の
立
場
も
亦
、
こ
こ
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
尤
も
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
身
業
（
Ⅱ
身
罰
）

を
重
視
す
る
関
係
か
ら
、
意
業
よ
り
も
身
業
に
重
き
を
お
い
て
い
る
が
。
（
・
ハ
ー
リ
伝
『
中
部
」
第
一
巻
三
七
一
一
Ｔ
四
頁
）

一
般
に
行
為
は
、
社
会
的
、
倫
理
的
要
因
と
結
び
つ
く
性
質
を
も
つ
。
人
間
が
生
を
い
と
な
む
以
上
、
自
己
の
行
為
が
＄
一
面
に
お

い
て
自
己
の
人
間
性
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
社
会
性
を
帯
び
る
こ
と
も
亦
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
こ
に
倫
理
性
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
人
倫
、
道
徳
、
そ
れ
故
に
社
会
性
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
思
想

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
設
問
は
宗
教
性
と
結
び
つ
い
て
、
個
人
の
解
脱
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人

間
の
行
為
そ
の
も
の
が
社
会
的
、
倫
理
的
意
味
あ
い
で
問
わ
れ
る
よ
り
も
、
各
人
、
個
人
の
宗
教
性
と
い
う
点
で
よ
り
多
く
問
わ
れ
て

三
八
八



い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
佛
教
に
お
い
て
人
間
を
問
う
場
合
、
衆
生
世
間
、
有
情
世
間
が
国
土
世
間
～
器
世
間
よ

り
も
よ
り
多
く
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
た
点
か
ら
も
、
首
肯
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
業
」
は
私
個
人
の
立
場
、
す
な

、
、
、
、

ふ
ぐ
う
ご
う

わ
ち
自
分
の
な
し
わ
ざ
で
あ
っ
て
他
人
と
共
有
す
る
も
の
で
は
な
い
（
－
不
共
業
）
か
ら
、
他
と
共
有
し
て
受
け
る
共
有
物
（
Ｉ
器
世

ぐ
う
ご
う

間
）
す
な
わ
ち
共
業
を
問
う
こ
と
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

元
来
、
イ
ン
ド
で
は
古
来
、
法
ａ
ｇ
Ｈ
日
煙
）
、
実
利
（
胃
昏
四
）
、
愛
欲
（
厨
日
幽
）
、
解
脱
（
日
○
冨
凹
）
と
い
う
四
つ
を
追
求
す
る
こ
と

を
人
生
の
四
大
目
的
（
ｏ
鼻
貝
‐
ご
買
溜
）
と
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
一
人
一
人
の
人
間
個
人
が
、
自
己
完
成
と
い
う
解

脱
へ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
、
言
わ
ば
人
間
形
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
解
脱
へ
の
方
向
づ
け
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
哲
学
学
派
、
宗
教
に
お
い
て
理
論
的
、
実
践
的
体
系
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
究
極
の
目
的
は
、
人

間
個
人
の
解
脱
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
個
と
し
て
の
人
間
存
在
が
神
（
Ｉ
最
高
神
、
自
在
神
）
と
合
一
す
る
か

普
遍
者
も
し
く
は
宇
宙
原
理
と
融
合
す
る
か
、
佛
教
の
よ
う
に
浬
藥
を
証
得
す
る
か
、
あ
る
い
は
転
変
即
解
脱
の
立
場
に
立
っ
て
人
間

の
原
点
に
め
ざ
め
る
か
、
等
々
の
差
は
あ
る
と
し
て
も
、
ひ
と
し
く
人
間
の
行
為
ｌ
そ
れ
が
知
的
理
論
的
で
あ
ろ
う
と
実
践
的
で
あ
ろ
う

カ
ル
マ
ン

と
ｌ
「
業
」
に
依
拠
し
た
思
考
形
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
イ
ン
ド
思
想
を
貫
ぬ
く
解
脱
の
課
題
は
、
社
会
性
と
い
う
よ
り

は
宗
教
性
を
間
う
て
い
た
、
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
思
想
の
基
本
的
立
場
を
宗
教
性
と
い
う
こ
と
で
把
え
う
る
な
ら
ば
、
「
業
」
と
い
う
課
題
は
、
各
人
の
行
為

な
し
わ
ざ
と
い
う
こ
と
と
関
連
し
て
く
る
。
何
故
な
ら
、
解
脱
す
る
、
も
し
く
は
解
脱
を
願
う
主
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
で
あ
り
、
そ

の
人
間
の
行
為
そ
の
も
の
の
在
り
方
が
、
解
脱
と
直
結
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
か
く
て
、
解
脱
を
願
う
人
間
に
と
っ

て
、
い
か
な
る
行
為
が
要
求
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
次
に
設
定
さ
れ
る
。

イ
ン
ド
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想
と
業
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行
為
は
結
果
を
招
く
。
「
善
業
に
よ
っ
て
実
に
福
徳
は
あ
り
、
悪
は
悪
業
に
よ
っ
て
生
ず
」
と
い
う
思
想
は
、
既
に
古
く
ウ
パ
ニ
シ

ャ
ッ
ド
（
「
ブ
リ
ハ
ッ
ド
Ⅱ
ア
ー
ラ
ヌ
ャ
ヵ
ー
ゥ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
第
三
章
第
二
節
十
三
に
登
場
す
る
。
善
業
（
因
）
善
果
、
悪
業
（
因
）
悪
果

と
い
う
因
果
応
報
の
関
係
は
、
古
く
イ
ン
ド
古
代
に
定
着
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
は
、
た
だ
に
個
人
の
「
行
業
」
と
そ

の
結
果
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
性
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
も
し
も
こ
の
善
悪
業
報
の
思

想
が
虚
構
の
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
場
合
、
社
会
道
徳
が
遵
守
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
社
会
道
徳
の
混
乱
を
来
た
す
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
思
想
が
、
一
般
論
と
し
て
は
社
会
性
と
結
び
つ
き
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
、
個
と
し
て
の
人
間
の
行
為
と
そ
の

結
果
と
い
う
如
き
「
個
」
の
立
場
で
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
直
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
業
」

の
問
題
は
「
個
」
の
解
脱
と
直
接
関
係
を
も
っ
て
い
た
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
解
脱
を
め
ざ
す
人
間
に
と
っ
て
、
何
が
善
き
行
為
で
あ
り
何
が
悪
い
行
為
で
あ
る
か
。
イ
ン
ド
思
想
一
般
に
つ
い
て
言

え
ば
、
「
業
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
定
め
ら
れ
た
祭
式
の
実
行
と
そ
の
効
果
を
意
味
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ェ

ー
ダ
に
規
定
さ
れ
た
祭
式
を
正
し
く
実
行
す
る
こ
と
が
ま
さ
し
く
善
業
と
さ
れ
、
そ
れ
の
実
行
に
よ
っ
て
理
想
と
さ
れ
た
生
天
Ｉ
上
昇

（
：
耳
目
昌
騨
）
の
果
と
結
び
つ
く
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
叡
知
（
首
目
四
）
に
よ
る
梵
我
同
一
の
哲
学
を
説
く
ウ
・
〈
’
一
シ
ャ
ッ
ド
は
、
知

成
合
一
を
め
ざ
す
真
理
認
識
を
主
張
す
る
が
、
、
ハ
ラ
モ
ン
宗
教
に
あ
っ
て
祭
祀
の
実
行
が
尊
ば
れ
た
所
以
は
、
そ
れ
が
梵
天
界
へ
導
く

カ
ル
マ

行
為
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
在
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
伝
承
は
、
六
学
派
哲
学
の
中
の
祭
事
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
に
う
け
つ
が
れ
て
い

る
。
そ
の
反
面
、
祭
式
の
効
力
を
無
視
し
た
佛
教
興
起
時
代
の
六
師
外
道
中
の
一
部
思
想
家
に
と
っ
て
は
、
価
値
規
準
が
異
な
っ
て
く

る
の
も
当
然
で
あ
る
。
か
つ
又
、
六
派
の
中
の
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
学
に
あ
っ
て
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
祭
式
は
「
〔
供
犠
に
と
も
な
う
〕
不
浄

三
九
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て
る
こ
と
に
よ
っ
て
笠
舘

参
照
）
か
ら
で
あ
る
。
吟

善
の
根
本
は
無
負
、
無
恒

る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。

（
湧
く
扉
且
（
旨
）
、
〔
功
徳
・
果
報
の
〕
消
失
（
冨
昌
少
）
及
び
〔
祭
り
の
種
類
に
と
も
な
う
〕
優
〔
劣
〕
（
騨
農
畠
四
）
と
い
う
難
点
を
免
れ

が
た
い
か
ら
〔
医
術
の
如
き
〕
経
験
的
方
法
と
同
様
に
、
真
に
三
苦
を
減
す
る
因
と
は
な
ら
な
い
」
（
『
サ
ー
ン
キ
ャ
・
カ
ー
リ
ヵ
ー
』
第

二
偶
頌
及
び
そ
れ
に
対
す
る
諸
註
）
と
し
、
二
元
（
プ
ル
シ
ャ
（
Ｉ
神
我
）
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
（
Ｉ
自
性
・
原
質
）
）
の
別
異
を
知
る
智
慧

（
四
目
§
ｐ
Ｈ
ロ
掛
目
閏
○
冨
医
巨
冒
昌
冨
目
］
目
］
昌
日
）
こ
そ
が
、
三
苦
を
減
す
る
善
業
と
さ
れ
て
い
る
（
『
ギ
ー
タ
ー
」
四
・
一
八
の
シ
ャ
ン

ヵ
ラ
註
で
は
、
作
業
と
無
作
業
と
の
区
別
を
知
る
者
を
賢
者
と
い
う
）
。
か
く
て
、
あ
る
宗
教
、
哲
学
に
あ
っ
て
善
業
と
さ
れ
る
も
の
が
、
他

の
哲
学
、
宗
教
に
お
い
て
否
定
さ
れ
る
場
合
す
ら
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。

佛
教
に
お
い
て
、
こ
の
善
業
は
ど
う
理
解
さ
れ
て
い
た
か
。
釈
尊
の
施
諭
‐
戒
論
、
生
天
論
と
い
う
次
第
説
法
（
騨
芭
二
口
冒
言
涛
鼻
目
）

は
、
一
般
に
在
家
者
に
説
い
た
説
法
形
式
だ
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
一
般
に
善
業
と
さ
れ
て
い
る
の
は
五
戒
（
不
殺
生
・
不
愉

盗
、
不
邪
淫
、
不
妄
語
、
不
飲
酒
の
戒
）
を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
り
、
悪
業
は
五
悪
業
（
五
戒
を
破
る
）
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
佛

陀
時
代
の
社
会
倫
理
の
通
念
と
し
て
容
認
さ
れ
て
い
た
人
間
の
行
為
の
基
本
的
立
場
を
示
し
た
も
の
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
あ
っ
て
も
ほ

ぼ
同
じ
（
不
殺
生
、
不
妄
語
、
不
愉
盗
＄
無
所
有
、
不
邪
淫
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
出
家
者
の
倫
理
と
し
て
は
、
善
の
根
本

（
首
の
沙
岳
日
昌
四
）
悪
の
根
本
（
鳥
口
の
Ｐ
盲
目
巳
騨
）
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
善
の
根
本
と
は
無
負
、
無
瞑
、
無
療
で
あ

り
、
不
善
の
根
本
は
負
、
順
、
療
の
三
毒
を
言
う
。
無
負
、
無
愼
、
無
療
が
善
の
根
本
と
い
わ
れ
る
所
以
は
、
「
負
、
順
、
震
、
を
捨

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
明
（
根
本
煩
悩
）
を
捨
て
～
明
を
起
こ
し
て
現
法
に
苦
の
減
を
な
す
」
（
「
中
部
」
第
一
巻
四
七
頁
。
な
お
四
八
九
頁

参
照
）
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
、
「
不
善
と
は
五
悪
業
で
あ
り
、
不
善
の
根
本
は
貧
、
眼
、
擬
。
善
と
は
五
悪
業
を
避
け
る
こ
と
で
あ
り

善
の
根
本
は
無
負
、
無
順
↑
無
艤
」
（
『
同
上
』
同
頁
）
と
あ
る
か
ら
、
出
家
比
丘
に
と
っ
て
も
五
戒
を
遵
守
す
る
こ
と
が
基
本
条
件
で
あ

シ
イ
ン
ド
田
心
相
。
と
幸
不

三

九



業
は
輪
廻
思
想
と
か
か
わ
る
。
と
こ
ろ
で
、
善
業
を
積
み
重
ね
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
直
ち
に
実
現
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

今
日
、
善
業
を
な
し
た
と
し
て
も
明
日
、
そ
の
果
報
が
目
に
見
え
て
現
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
な
し
た
行
為
の
余
力
が
未

来
に
果
を
よ
ぶ
と
い
う
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
六
師
外
道
の
一
人
ア
ジ
タ
の
如
き
業
と
業
の
果
報
と
の
か
か

わ
り
を
全
面
的
に
否
定
す
る
立
場
や
、
プ
ー
ラ
ナ
の
如
き
道
徳
否
定
論
で
は
善
悪
の
規
準
も
立
た
ず
、
社
会
倫
理
も
保
た
れ
な
い
。
み

ず
か
ら
が
な
し
た
善
き
行
為
が
善
き
結
果
を
、
悪
し
き
行
為
が
悪
い
結
果
を
招
く
と
い
う
基
本
的
立
場
は
、
倫
理
的
要
請
と
し
て
も
肯

定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
古
代
イ
ン
ド
宗
教
に
お
い
て
善
き
行
為
の
果
報
と
さ
れ
た
梵
天
界
、
乃
至
は
生
天
の
理
想
は
、
容
易
に
人
間
の
接

近
を
許
さ
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
現
実
と
理
想
と
の
間
に
深
淵
が
横
た
わ
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
イ
ン
ド
古

代
人
の
思
索
は
、
「
〔
聖
〕
業
を
行
う
人
は
不
死
の
生
を
得
る
が
、
〔
聖
〕
業
を
行
わ
な
い
人
は
再
死
す
る
」
（
夛
ヤ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー

フ
マ
こ
十
・
四
、
三
、
一
○
）
と
か
、
「
現
世
に
な
し
た
善
業
、
悪
業
を
死
後
に
秤
に
か
け
て
そ
の
軽
重
を
秤
る
」
（
『
同
上
』
十
一
・
二
、

さ
て
人
間
が
生
を
い
と
な
む
以
上
、
社
会
倫
理
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
善
を
な
し
悪
を
離
れ
る
こ
と
は
、
「
諸
悪
莫
作
、

衆
善
奉
行
」
（
『
ダ
ン
マ
・
パ
グ
』
第
一
八
三
偶
）
の
七
佛
通
誠
偶
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
社
会
生
活
を
い
と
な
む
人
間
の
基
本
的
条
件
で

あ
り
、
永
遠
の
法
で
あ
る
。
「
悪
の
積
集
は
苦
で
あ
り
、
善
の
積
集
は
楽
で
あ
る
」
（
「
ダ
ン
マ
・
・
ハ
ダ
」
二
七
’
八
）
と
い
う
。
し
か
も

古
代
に
お
け
る
沙
門
、
婆
羅
門
、
あ
る
い
は
解
脱
を
願
う
者
に
と
っ
て
、
こ
の
善
業
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
更
に
内
面
的
な
深
さ
を
要

求
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
善
業
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
き
果
報
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
、
因
果
関
係
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

二

三
九
二



七
、
三
三
）
と
い
う
方
向
へ
と
展
開
し
、
天
（
Ｉ
神
）
道
（
号
く
葛
習
Ｐ
）
父
祖
道
宕
局
乱
目
色
）
と
い
う
二
道
説
を
生
む
に
至
っ
た

こ
こ
か
ら
、
「
祖
道
に
入
っ
て
輪
廻
一
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
」
（
「
ゞ
フ
リ
ハ
ッ
ド
』
六
・
二
、
一
五
’
二
〈
。
「
チ
ャ
ー
ン
ド
グ
ャ
」
五
・
一
○
、
一
）

と
い
う
輪
廻
思
想
と
む
す
び
つ
く
。
中
期
の
ウ
・
ハ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
（
『
カ
タ
』
三
・
七
）
は
、
「
智
慧
な
く
、
思
慮
な
く
常
に
〔
心
の
〕
不
浄

な
る
も
の
は
、
解
脱
を
得
る
能
わ
ず
し
て
常
に
輪
廻
に
赴
く
」
と
説
い
て
、
業
と
輪
廻
と
の
か
か
わ
り
を
述
ゞ
へ
て
い
る
。

で
は
佛
教
は
、
業
と
輪
廻
の
問
題
を
ど
う
把
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
初
期
佛
教
の
立
場
で
言
え
ば
、
阿
含
経
典
の
中
で
最
も
一
般

的
に
輪
廻
が
語
ら
れ
る
の
は
、
次
の
場
合
で
あ
る
。

一
、
縁
起
の
立
場
を
如
実
に
知
ら
ず
‐
証
し
な
い
か
ら
輪
廻
苦
（
Ｉ
迷
い
の
生
存
）
が
あ
る
（
『
相
応
部
」
第
二
巻
三
ハ
ー
ニ
八
頁
）
。

二
、
無
明
に
蓋
わ
れ
、
渇
愛
に
束
縛
さ
れ
て
流
転
す
る
衆
生
に
は
、
苦
の
辺
際
な
し
。
（
「
同
上
」
第
二
巻
一
七
八
頁
。
第
三
巻
一
四
九

味
し
て
お
り
、
し
津

認
識
を
欠
き
、
如
｛

と
、
論
理
的
に
は
、

三
、
愚
擬
無
間
の
凡
夫
は
輪
廻
苦
を
受
け
る
が
、
有
聞
の
聖
弟
子
は
輪
廻
し
な
い
。
（
「
同
上
」
第
三
巻
一
五
○
頁
）

こ
れ
ら
の
諸
形
式
か
ら
一
つ
の
共
通
点
を
用
意
す
る
な
ら
ば
、
初
期
佛
教
に
あ
っ
て
は
、
輪
廻
の
義
は
生
死
苦
Ｉ
迷
い
の
生
存
を
意

し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
未
解
脱
者
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
縁
起
（
説
）
と
い
う
甚
深
の
真
理
に
対
す
る

識
を
欠
き
、
如
実
智
見
を
欠
く
場
合
、
必
ず
つ
き
ま
と
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
・
以
上
の
所
論
を
要
約
す
る

日
五
戒
を
守
る
（
善
）
と
、
無
負
、
無
順
、
無
擬
（
善
の
根
本
）
と
い
う
善
業
が
、
無
明
（
煩
悩
）
に
よ
る
生
死
苦
（
迷
い
の
生

存
）
を
減
す
る
如
実
智
見
を
生
じ
、
浬
桑
を
証
す
る
（
解
脱
）
が
、

ロ
五
悪
業
（
不
善
）
と
、
負
、
腹
、
療
（
不
善
の
根
本
）
と
い
う
悪
業
は
、
無
明
（
煩
悩
）
に
よ
る
生
死
苦
を
生
じ
、
輪
廻
す
る
。

イ
ン
ド
思
想
と
業
一
二
九
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表
業
と
無
表
業
。
業
の
遺
存
。
佛
教
教
理
の
中
で
、
「
業
」
に
関
し
て
表
業
（
ぐ
言
息
汁
厘
謝
胃
昌
沙
。
）
無
表
業
（
色
且
冒
茸
Ｚ
肉
胃
自
画
旨
）

が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
業
」
に
関
し
て
重
要
な
意
味
あ
い
を
も
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
、
佛
教
の
三
業
は
思
業
（
Ｉ
意
業
）
と
思
已
業
（
１
口
業
と
身
業
）
で
あ
っ
て
思
業
が
中
心
で
あ
る
、
と
述
、
へ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
有
部
と
経
部
に
お
い
て
、
三
業
の
体
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
（
有
部
は
、
意
業
の
体
は
思
で
あ
る
が
身
業
、
口
業
の
体
は
色
で
あ
る
、

と
す
る
の
に
対
し
、
経
部
は
、
三
業
と
も
に
思
を
体
と
す
る
と
い
う
）
が
、
い
ま
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
表
・
無
表
業
に
つ
い
て
言
え
ば
、
表

業
は
あ
ら
わ
れ
た
業
、
す
な
わ
ち
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
無
表
業
は
行
為
に
よ
っ
て
心
を
内
容
づ
け
る
も
の
、
す
な
わ
ち

あ
ら
わ
れ
な
い
業
で
あ
る
。
こ
の
有
部
で
い
う
無
表
業
は
、
経
部
で
は
恩
の
種
子
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
世
親
の
種
子
説
へ
と
発

か
く
て
、
初
期
佛
教
に
お
け
る
業
と
輪
廻
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
沙
門
に
と
っ
て
は
、
如
何
に
し
て
生
死
苦
輪

廻
を
脱
す
る
か
、
が
、
当
時
の
出
家
者
を
含
め
て
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
し
か
し
、
道
を
求
め
る
者
に
と
っ
て
、
真
に

生
死
苦
か
ら
脱
し
う
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
業
と
輪
廻
に
か
か
わ
る
根
本
命
題
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
、
ウ
・
〈
ニ
シ
ャ
ヅ
ド

を
は
じ
め
、
佛
教
に
あ
っ
て
も
原
始
佛
教
（
生
死
輪
廻
苦
を
脱
す
る
こ
と
を
教
え
る
）
と
、
大
乗
佛
教
（
生
死
即
浬
藥
、
煩
悩
即
菩
提
を
説
く
）

と
の
間
に
お
い
て
、
或
い
は
す
尋
へ
て
の
物
に
生
命
を
認
め
る
が
故
に
、
人
間
の
霊
魂
は
万
有
に
輪
廻
し
う
る
と
す
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
等
々

そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
る
の
で
、
詳
細
な
叙
述
は
他
日
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
（
「
輪
廻
と
業
」
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
中
公
新
書
『
佛
教
の
思
想
』
一
三
四
頁
以
下
に
要
領
を
得
て
い
る
。
）

と
、
い
』
フ
こ
と
に
な
る
。

三

二
九
四



業
の
遺
存
Ⅱ
Ⅱ
志
力
（
冨
目
〕
四
ｍ
昌
少
）
は
煩
悩
を
根
本
と
し
、
現
在
及
び
未
来
の
生
に
お
い
て
経
験
さ
れ
る
《
へ
き
も
の
食
覇
国
‐

ｌ
、

Ｑ
忌
冨
］
四
国
ロ
目
四
ぐ
①
。
四
目
］
こ
こ
で
坐
め
る
。

右
の
ス
ー
ト
ラ
に
対
す
る
古
註
ヴ
ィ
ャ
ー
サ
註
に
よ
る
と
Ｉ

イ
ン
ド
思
想
と
業
三
九
五

脚
ル
る
Ｉ

こ
こ
で
特
に
問
題
と
す
る
点
は
、
身
、
口
（
Ｉ
語
）
の
二
業
は
他
に
示
し
う
る
表
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
人
に
示
す
こ
と
の
で
き

な
い
無
表
業
と
し
て
心
を
内
容
づ
け
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
般
に
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
る
行
為
を
な
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
行
為
に

よ
っ
て
そ
の
人
の
性
格
な
り
人
間
性
が
強
く
影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
み
ず
か
ら
が
な
し
た
行
為
が
自
己
自
身
を
性

格
づ
け
、
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
人
が
善
き
行
な
い
を
し
た
（
身
業
）
と
す
る
と
、
そ
の
善
き
行
な
い
が

社
会
一
般
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
は
別
に
、
そ
の
人
自
身
の
心
に
一
種
の
さ
わ
や
か
さ
を
印
象
づ
け
る
。
そ
の
印
象
づ
け
が
、
そ
の
後

の
そ
の
人
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
力
と
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
逆
に
悪
業
を
な
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
悪
業
に
よ
っ
て
良
心

の
苛
責
を
う
け
た
り
心
を
圧
迫
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
為
が
そ
の
場
か
ぎ
り
で
消
失
す
る
の
で
は
な
く
、
わ
れ

わ
れ
の
人
間
生
活
を
規
定
す
る
。
か
く
て
、
「
業
」
を
一
般
に
問
題
に
す
る
場
合
、
人
間
の
行
為
よ
り
も
む
し
ろ
、
無
表
業
と
し
て
の

「
業
」
を
意
識
す
る
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
無
表
業
は
無
表
業
と
し
て
独
立
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
表
業
あ
っ

て
の
無
表
業
で
あ
る
（
但
し
、
三
昧
に
あ
っ
て
は
、
表
業
な
く
と
も
無
表
業
が
あ
り
う
る
）
こ
と
を
思
え
ば
、
や
は
り
人
間
の
行
為
そ
の
も
の

を
直
接
の
問
題
に
す
る
の
が
「
業
」
の
本
来
の
義
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

業
の
遺
存
。
六
派
哲
学
の
一
つ
で
あ
る
ヨ
ー
ガ
哲
学
の
所
依
経
典
『
ヨ
ー
ガ
。
ス
ー
ト
ラ
』
二
・
二
一
に
、
次
の
ス
ー
ト
ラ
が
み
ら

展
す
る
も
の
で
あ
る
。



こ
こ
に
み
ら
れ
る
業
の
遣
存
Ｉ
志
力
（
百
判
目
鼠
葛
煙
）
は
、
人
間
の
心
に
内
在
す
る
志
力
と
で
も
考
え
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
‐
も
、
善
業
の
遺
存
、
悪
業
の
遺
存
と
い
う
業
の
造
存
は
、
煩
悩
を
根
本
と
し
て
い
る
（
匡
①
留
日
巳
沙
）
が
故
に
、
こ
の
煩
悩
よ
り
脱

皮
す
る
た
め
の
善
業
が
希
望
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
古
代
の
人
点
に
と
っ
て
解
脱
が
究
極
の
目
的
で
あ
る
限
り
、
解
脱
す
る
（
ミ
ミ
）
と
い

う
こ
と
は
何
ら
か
の
束
縛
（
ｇ
目
ロ
四
）
か
ら
脱
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
サ
ー
ン
キ
ャ
。
カ
ー
リ
ヵ
ー
』
第
六
十
二
偶
に
対
す
る
註
（
『
サ

ー
ン
キ
ャ
・
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
カ
ウ
ム
デ
ィ
ー
』
）
の
中
で
、
束
縛
と
は
「
習
気
を
と
も
な
う
煩
悩
と
業
と
の
遣
存
Ｉ
志
力
（
切
曾
ぐ
閑
鯉
口
窪
‐

匡
臥
巴
臼
Ｈ
目
鼠
皇
四
）
と
み
て
い
る
の
も
、
同
様
の
理
趣
で
あ
ろ
う
。

祭
事
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
に
お
い
て
、
特
定
の
祭
祀
を
実
行
す
る
と
き
、
実
行
者
に
一
種
の
余
力
が
残
っ
て
そ
れ
が
果
報
を
も
た
ら
す

と
い
う
。
そ
の
余
力
を
新
得
力
（
眉
ロ
ブ
国
）
と
い
う
が
、
善
業
の
余
力
と
い
う
点
で
そ
れ
も
同
じ
意
味
内
容
で
問
わ
れ
て
い
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
佛
教
に
お
け
る
薫
習
（
習
気
ぐ
鬮
昌
働
）
も
行
為
が
心
に
そ
の
力
を
残
す
と
い
う
点
で
併
せ
て
考
え
う
る
思
想
で
あ

つ .

Q
O

そ
の
中
で
善
及
び
不
善
の
業
の
遺
存
が
、
愛
欲
、
負
り
、
愚
擬
、
怒
り
と
し
て
生
じ
る
。
こ
の
〔
業
の
遺
存
〕
は
、
現
生
に
お
い

て
受
け
る
べ
き
も
の
（
佛
教
術
語
で
は
順
現
受
業
）
と
、
次
生
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
も
の
（
順
次
生
受
業
）
と
が
あ
る
。

、
、
、
、
、

善
業
の
遣
存
は
、
マ
ン
ト
ラ
、
苦
行
、
三
昧
と
い
う
よ
う
な
強
烈
な
刺
戟
に
よ
っ
て
起
こ
る
か
、
或
い
は
自
在
神
、
神
（
Ｉ
天
）

大
仙
、
大
威
神
力
（
者
）
な
ど
の
完
成
よ
り
し
て
成
熟
せ
る
も
の
は
直
ち
に
成
熟
す
る
。

同
様
に
、
強
い
煩
悩
に
よ
っ
て
、
或
い
は
怖
畏
、
疾
病
、
悲
み
、
自
己
自
身
に
対
す
る
妄
信
（
掎
信
）
を
と
も
な
う
と
き
、
も
し
く

、
、
、
、
、

は
、
大
威
神
力
、
苦
行
に
対
し
て
、
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
な
さ
れ
た
悪
事
も
亦
、
直
ち
に
成
熟
す
る
。
そ
れ
が
悪
業
の
遣
存

は
、
大
奎

で
あ
る
。
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こ
こ
に
宿
作
因
説
～
尊
祐
造
説
‘
無
因
無
縁
説
の
三
つ
が
掲
げ
ら
れ
、
「
比
丘
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
の
三
つ
は
異
教
徒
の
依
り
処
言
茸
目
‐

冒
冨
鼠
昌
）
で
あ
る
」
と
記
述
す
る
。
こ
れ
ら
諸
説
に
対
す
る
佛
教
側
か
ら
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
述
べ
た
（
『
佛
教
興
起
時
代

の
思
想
研
究
』
二
八
○
頁
以
下
）
の
で
、
こ
こ
で
は
業
論
者
、
粘
進
論
者
と
す
る
佛
陀
の
立
場
に
焦
点
を
お
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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わ
れ
は
業
論
者
、
行
為
論
者
、
精
進
論
者
。
『
増
支
部
』
の
経
典
（
第
一
巻
二
八
七
頁
）
に
よ
る
と
ｌ

マ
ッ
カ
リ
（
Ｉ
ゴ
ー
サ
ー
ラ
）
は
「
業
あ
ら
ず
、
精
進
あ
ら
ず
」
と
い
う
。
比
丘
た
ち
よ
、
あ
ら
ゆ
る
過
去
世
の
応
供
・
正
等
覚

者
・
世
尊
は
こ
と
ご
と
く
業
論
者
（
冨
白
日
騨
‐
く
目
騨
）
行
為
論
者
（
国
風
菌
‐
３
８
）
粘
進
論
者
（
ぐ
艮
冨
‐
乱
§
）
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
仏
陀
が
業
論
者
で
あ
っ
た
と
す
る
記
述
は
、
阿
含
・
ニ
ヵ
ー
ャ
に
頻
出
す
る
。
こ
の
場
合
、
佛
陀
の
真
意
は
奈
辺
に
あ
っ
た

か
、
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
佛
陀
時
代
の
異
教
徒
た
ち
の
主
張
、
思
想
と
対
比
し
て
考
察
さ
る
、
へ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
佛
陀
時
代
に
「
三
種
の
外
道
あ
り
」
と
す
る
経
典
（
「
増
支
部
」
第
三
集
六
十
一
経
。
相
当
漢
訳
は
「
中
阿
含
』
業
相
応

品
度
経
第
三
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
ｌ

比
丘
た
ち
よ
、
或
る
沙
門
、
婆
羅
門
は
こ
の
よ
う
に
説
く
。
‐
す
￥
へ
て
人
々
は
、
楽
も
し
く
は
苦
、
或
い
は
非
苦
非
楽
を
受
け

、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
こ
の
一
切
の
因
は
前
世
に
作
っ
た
も
の
（
宿
作
因
説
も
巨
与
①
菌
国
古
①
目
‐
＆
§
）
で
あ
る
、
と
。

、
、
、
、
、
、

或
る
沙
門
、
婆
羅
門
は
Ｉ
こ
の
一
切
の
因
は
自
在
神
の
化
作
（
尊
祐
造
説
房
＄
国
白
目
目
目
』
昂
目
‐
く
圏
騨
）
で
あ
る
、
と
。

℃
、
℃
、
、
、
、
、
、
、

或
る
沙
門
、
婆
羅
門
は
Ｉ
こ
の
一
切
の
因
は
因
も
無
け
れ
ば
縁
も
無
い
（
無
囚
無
縁
説
鈩
冒
目
‐
§
ｐ
ｏ
８
苫
‐
乱
§
）
で
あ
る
、

Ｌ
ｅ
ｏ
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先
ず
、
宿
作
因
説
は
、
人
が
受
け
る
苦
・
楽
は
前
世
の
な
し
わ
ざ
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
、
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般

に
宿
命
論
的
業
論
と
み
ら
れ
る
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
の
説
に
よ
る
限
り
、
前
世
の
業
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
世

に
お
け
る
人
間
存
在
の
在
り
方
が
消
極
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と
が
、
次
の
尊
祐
造
論
に
お
い
て
も
言
わ

れ
る
。
人
間
の
苦
・
楽
が
神
の
意
志
力
に
よ
っ
て
す
べ
て
定
ま
る
、
と
す
れ
ば
、
人
間
の
努
力
向
上
面
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
点
で
は
、
以
上
の
二
論
は
共
通
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
た
だ
、
イ
ン
ド
宗
教
に
あ
っ
て
神
の
創
造
を
主
張
す
る
有
神
肺
、
自
在

神
諭
（
尿
ぐ
四
国
‐
ぐ
圏
巴
に
と
っ
て
は
、
神
の
力
を
す
寺
へ
て
の
原
因
と
み
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
神
の
創
造
力
、
乃
至
は
神
を
認
め
な

い
側
か
ら
み
れ
ば
多
く
の
矛
盾
が
提
起
さ
れ
る
。
か
く
て
、
有
神
の
立
場
と
無
神
の
側
と
の
論
争
は
、
平
行
線
を
た
ど
っ
て
と
ど
ま
る

と
こ
ろ
は
な
い
。
（
拙
稿
「
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
有
神
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『
大
谷
学
報
」
四
十
六
ノ
ー
号
所
載
）

第
三
の
無
因
無
縁
論
は
↑
言
わ
ば
偶
然
性
に
よ
っ
て
苦
・
楽
あ
り
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
因
も
縁
も
な
い
と
す
る
以
上
、
偶
発
的
に

苦
・
楽
が
生
起
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
。
以
上
の
三
論
は
、
す
べ
て
人
間
の
側
よ
り
も
外
的
な
力
、
あ
る
い
は
偶
然
性
に
よ
っ

て
苦
・
楽
の
因
を
考
え
る
点
で
、
何
れ
も
同
意
し
が
た
い
と
す
る
の
が
佛
陀
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
「
わ
れ
は
業
論
者
、
行
為
論
者
、

精
進
論
者
で
あ
る
」
と
す
る
佛
陀
の
立
場
は
、
業
因
業
果
を
認
め
て
努
力
す
る
人
間
本
来
の
在
り
方
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
佛
陀
の
業
論
者
の
意
味
を
更
に
検
討
し
た
い
。
『
相
応
部
』
の
経
典
（
『
相
応
部
」
第
二
巻
三
Ｔ
四
頁
）
に
よ
る
と
ｌ

サ
ー
リ
プ
ッ
タ

友
舎
利
弗
よ
、
業
論
者
に
し
て
①
苦
は
自
作
な
り
と
説
く
沙
門
、
婆
羅
門
あ
り
、
ま
た
業
論
者
に
し
て
②
苦
は
他
作
な
り
と
説
く

沙
門
、
婆
羅
門
あ
り
。
③
ま
た
…
…
苦
は
自
作
に
し
て
他
作
な
り
と
Ｉ
④
ま
た
、
…
…
苦
は
自
作
に
非
ず
、
他
作
に
非
ず
、
無

因
生
な
り
と
説
く
沙
門
、
婆
羅
門
あ
り
。

こ
こ
に
友
サ
ー
リ
ブ
ッ
ダ
よ
、
沙
門
ゴ
ー
タ
マ
は
如
何
な
る
説
を
な
し
、
如
何
に
語
る
か
。
…
…
中
略
・
…
．

三
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『
ギ
ー
タ
ー
』
と
業
。
作
・
無
作
・
超
作
。
こ
の
小
論
の
冒
頭
に
掲
げ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
宗
教
の
聖
典
『
ギ
ー
タ
ー
』
は
、
「
業
」
を

プ
ラ
ク
リ
テ
イ
グ
ナ

別
の
角
度
か
ら
把
え
て
い
る
。
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
作
業
は
「
自
性
の
性
質
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
」
（
三
・
五
、
二
七
）
と
い
う
よ
う
に
、

行
為
を
な
さ
し
め
ら
れ
る
の
は
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
の
グ
ナ
に
よ
る
、
と
み
る
。
こ
の
立
場
は
、
サ
ー
ン
キ
ャ
の
二
元
哲
学
の
中
で
特
に
プ

プ
ル
シ
ヤ

ラ
ク
リ
テ
ィ
と
グ
ナ
の
問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
学
に
よ
れ
ば
、
現
象
世
界
を
含
め
て
人
間
の
生
存
は
、
神
我

プ
ラ
ク
リ
テ
イ

（
Ｉ
霊
我
）
と
自
性
（
Ｉ
原
質
）
の
二
元
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
み
る
。
し
か
も
、
万
物
に
転
変
す
る
の
は
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
の
も
つ

グ
ナ

字
一
ル
グ
ナ

三
つ
の
性
質
（
Ｉ
徳
）
が
原
動
力
と
な
り
、
プ
ル
シ
ャ
は
無
徳
、
す
な
わ
ち
展
鮒
力
を
も
た
な
い
と
さ
れ
る
。
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幸

フ
〔

友
よ
、
業
論
者
で
「
苦
は
自
作
」
「
苦
は
他
作
」
「
自
作
に
し
て
他
作
」
「
自
作
に
非
ず
ゞ
他
作
に
も
非
ず
、
無
因
生
な
り
」
と

説
く
沙
門
、
婆
羅
門
は
、
「
触
な
く
し
て
〔
苦
を
〕
感
受
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
道
理
は
存
在
し
な
い
。
」
（
Ｉ
「
苦
は
触
に
よ

っ
て
在
る
」
と
い
う
の
が
本
義
で
、
触
な
く
し
て
は
苦
を
感
受
す
る
こ
と
は
な
い
）
（
『
相
応
部
」
註
第
二
巻
五
六
頁
）

こ
こ
に
、
佛
陀
の
苦
に
対
す
る
理
解
は
、
「
苦
は
自
作
に
非
ず
、
他
作
に
あ
ら
ず
、
自
作
に
し
て
他
作
で
あ
る
の
で
も
な
く
、
無
因

、
、
、
、
、
℃
℃

生
で
も
な
く
て
触
に
縁
っ
て
あ
り
」
と
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
佛
陀
の
業
論
者
云
々
の
内
容
は
、
し
た
が
っ
て
、
苦

の
因
を
外
的
に
求
め
た
り
；
無
因
生
に
求
め
た
り
す
る
の
で
は
な
く
て
、
縁
起
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
佛
教
の
無

我
論
と
も
併
せ
て
考
察
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

佛
陀
が
み
ず
か
ら
業
論
者
で
あ
る
と
語
っ
た
所
以
は
、
別
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
、
佛
陀
時
代
の
六
師
外
道
が
業
因
業
果
を
否
定
し
た

こ
と
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
施
・
戒
・
生
天
の
次
第
説
法
を
説
く
佛
陀
に
と
っ
て
、
業
因
業
果
を
否
定
す
る
材
料
は
何
一
つ
と
し

て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
浬
藥
に
導
く
実
践
道
と
し
て
の
八
正
道
や
四
聖
諦
の
体
系
の
中
に
も
、
十
分
に
う
か
が
わ
れ
よ



さ
て
、
『
ギ
ー
タ
ー
』
に
お
い
て
業
の
問
題
が
如
何
に
論
じ
ら
れ
、
か
つ
如
何
よ
う
な
内
容
で
問
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
既
に

行
為
と
行
為
の
結
果
に
つ
い
て
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
『
ギ
ー
タ
ー
』
は
、
行
為
の
結
果
に
執
着
す
る
立
場
を
き
び
し
く
批
判
す
る
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
行
為
が
行
為
者
を
束
縛
す
る
の
は
、
結
果
に
対
す
る
行
為
者
の
執
著
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。

汝
の
閃
心
を
行
為
に
の
み
向
け
よ
。
決
し
て
結
果
に
向
け
て
は
な
ら
な
い
。

行
為
の
結
果
を
動
機
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
無
行
為
に
汝
の
執
著
が
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
（
二
・
五
一
）

こ
の
『
ギ
ー
タ
ー
』
の
詩
偶
は
↑
わ
れ
わ
れ
に
多
く
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
佛
教
に
お
け
る
菩
薩
行
と
し
て
の
布
施
の
行
為

は
、
清
浄
心
か
ら
な
さ
れ
る
浄
施
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
教
え
る
。
も
し
も
、
行
為
者
に
自
己
中
心
的
な
我
執
、
は
か
ら
い
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
布
施
行
は
真
の
布
施
行
と
は
な
ら
な
い
。
は
か
ら
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
行
為
の
結
果
に
執
著
す
る
わ
け
で
あ

る
』
「
ノ
。

そ
れ
故
に
、
執
著
な
く
、
常
に
為
す
尋
へ
き
行
為
を
遂
行
せ
よ
。

執
著
な
し
に
行
為
す
る
人
は
、
最
高
な
る
も
の
に
達
す
る
か
ら
。
（
三
・
一
九
）

尤
も
、
『
ギ
ー
タ
ー
』
の
強
く
訴
え
る
と
こ
ろ
は
、
作
す
べ
き
本
務
と
し
て
の
行
為
を
実
践
す
る
と
い
う
本
務
（
⑫
ぐ
沙
目
自
白
”
）
遂

行
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
（
冨
罠
日
餌
‐
言
鴇
）
と
い
う
実
践
道
を
く
り
か
え
し
述
謬
へ
る
。
（
五
・
二
、
な
お

三
・
三
、
七
及
び
十
三
・
二
四
参
照
。
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て
は
、
辻
直
四
郎
博
士
「
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
」
一
五
○
頁
以
下
に
詳
し
い
。

特
に
「
行
作
」
（
園
９
５
口
）
の
中
に
「
無
作
」
（
巴
肉
自
白
“
ロ
）
を
求
め
、
両
者
を
止
揚
し
て
「
超
作
」
（
国
鳥
百
日
〕
富
）
の
教
義
を
樹
立
し
た
ギ
ー
タ

ー
が
、
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
を
解
脱
の
一
道
と
し
た
点
）

四
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所
作
己
作
。
釈
尊
は
「
な
す
籍
へ
き
を
な
し
お
わ
っ
た
」
（
冨
曾
ョ
富
国
日
割
一
己
）
と
い
う
語
を
弟
子
た
ち
に
語
る
。
み
ず
か
ら
作
す

べ
き
を
作
し
已
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
至
難
事
で
あ
る
。
「
作
す
」
と
い
う
動
詞
ク
リ
（
々
）
と
そ
の
過
去
分
詞
形
ク
リ
タ
（
ご
ミ
）
に
は

「
完
成
し
た
」
（
皇
ｇ
ｏ
ミ
亘
ミ
ー
ミ
）
と
い
う
意
味
や
「
よ
く
な
し
た
」
（
邑
昌
§
惹
偽
）
と
い
う
意
味
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て

人
間
の
行
為
は
み
ず
か
ら
の
人
間
形
成
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

知
恩
（
冨
圃
創
口
』
買
国
茸
騨
）
知
恩
者
（
冨
冨
ぐ
且
冒
）
と
い
う
語
は
、
「
よ
く
な
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
」
「
ｌ
を
知
る
者
」
と
い
う

意
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
知
恩
、
知
恩
者
と
漢
訳
さ
れ
た
所
以
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
「
よ
く
な
さ
れ
た
」
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
恩
を

知
る
こ
と
、
即
ち
報
恩
と
結
び
つ
く
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
「
業
」
の
把
え
方
は
、
過
去
世
と
の
関
係
よ
り
も
む
し
ろ
、
現
在
か
ら

未
来
へ
の
行
動
を
問
い
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
行
為
が
み
ず
か
ら
の
明
日
の
人
間
形
成
と
結
び
つ
く
、
と
い
う
積
極
性
を
訴
え
て
い
た

と
理
解
す
繕
へ
き
で
あ
ろ
う
。
「
わ
れ
は
精
進
論
者
で
あ
る
」
と
佛
陀
が
語
っ
た
の
も
、
そ
の
こ
と
を
意
趣
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
「
生
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
で
は
な
い
。
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
で
あ
る
。
」
「
生
れ
を
問
う
な
か
れ
、
行
為
を
問
え
。
」
と
は

佛
陀
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
。

業
は
物
質
で
あ
る
等
を
こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て
意
志
に
も
と
づ
く
行
為
と
し
て
の
意
業
を
中
心
に
し
て
、
「
業
」
の
問
題
を
扱
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
思
想
に
あ
っ
て
、
業
を
別
の
角
度
か
ら
み
る
立
場
も
あ
る
の
で
、
簡
単
に
附
言
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る
「
業
」
の
問
題
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
の
業
諭
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
別
の
執
筆
者
が
扱
う
こ
と
に
な
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ン
ド
思
想
と
業
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ジ
ャ
イ
ナ
は
、
ジ
ー
ヴ
ァ
（
芦
く
四
霊
魂
・
活
命
・
命
）
と
ア
ジ
ー
ヴ
ァ
（
砦
ぐ
ゅ
非
命
）
す
な
わ
ち
、
霊
的
な
も
の
ｌ
霊
魂
と
肉
体

と
に
分
け
て
、
霊
魂
が
永
遠
の
安
静
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
建
前
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
霊
魂
が
業
と
い
う
物
質
の
束
縛
を
う

け
る
限
り
、
輪
廻
転
生
す
る
。
そ
こ
で
は
「
業
」
は
物
質
と
し
て
霊
魂
に
附
着
す
る
、
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

。
〈
ｌ
リ
伝
『
増
支
部
』
第
一
巻
二
三
○
頁
以
下
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
義
に
関
説
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
ｌ

離
繋
（
派
）
の
〔
ニ
ガ
ン
タ
・
〕
ナ
ー
タ
プ
ッ
タ
は
一
切
智
者
；
一
切
見
者
で
あ
る
。
彼
は
苦
行
に
よ
っ
て
過
去
世
の
〔
古
い
〕
諸

業
を
減
し
、
新
業
を
作
ら
ず
、
か
く
し
て
業
が
尽
き
る
故
に
苦
が
尽
き
、
苦
が
尽
き
る
故
に
受
が
尽
き
、
受
が
尽
き
る
故
に
苦
が

減
す
る
。
か
く
し
て
～
直
接
の
果
で
あ
る
清
浄
な
寂
静
に
よ
っ
て
、
人
は
苦
の
生
を
渡
る
。

と
、
あ
る
。
（
「
佛
教
興
起
時
代
の
思
想
研
究
」
九
○
頁
以
下
参
照
）

ジ
ャ
イ
ナ
の
開
祖
ニ
ガ
ン
タ
が
裸
形
の
苦
行
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
肉
体
を
不
浄
と
し
て
清
浄
な
霊
の
解
放
を
め
ざ
し
た
。
こ

、
、

の
場
合
、
肉
体
に
附
着
す
る
も
の
を
拭
い
去
り
、
取
り
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
附
着
す
る
も
の
を
「
業
」
と
み
る

の
も
自
然
で
あ
る
。
「
古
い
業
を
減
し
、
新
し
い
業
を
作
ら
ず
」
と
い
う
立
場
は
、
も
し
も
業
を
行
為
と
の
み
解
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら

ゆ
る
行
為
を
な
さ
ず
し
て
絶
対
静
止
の
状
態
に
と
ど
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
〈
業
の
漏
入
冒
曽
目
空
‐
留
国
く
沙
）
を
遮
ぎ
る
〉
と
い
う
立

、
、

場
か
ら
は
、
む
し
ろ
、
業
が
人
間
に
欲
情
を
起
こ
さ
せ
る
か
ら
、
「
業
」
を
も
の
と
み
て
い
た
こ
と
も
自
然
の
理
で
あ
る
。

業
は
活
動
・
運
動
。
六
句
義
を
立
て
る
ヴ
ァ
ー
イ
シ
｜
｛
ｌ
シ
カ
哲
学
で
は
、
業
は
活
動
・
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
取
・
捨
・
屈
・

特
色
が
み
ら
れ
る
㈲

っ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
割
愛
し
て
、
こ
こ
で
は
業
を
霊
魂
と
の
関
係
で
考
え
て
み
た
い
。
ジ
ャ
イ
ナ
に
よ
れ
ば
、
「
業
」
は
霊
魂
に

附
着
す
る
一
種
の
微
細
な
物
質
と
み
て
い
た
点
で
特
色
が
あ
る
。
業
を
思
も
し
く
は
意
に
求
め
た
佛
教
と
対
比
し
て
、
い
ち
じ
る
し
い

四
○
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》
』
畠
ノ

以
上
、
イ
ン
ド
思
想
に
お
い
て
「
業
」
を
め
ぐ
る
諸
解
釈
を
素
描
し
て
み
た
。
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
性
の
中
で
〃
「
業
」
が
深

い
〃
な
ど
と
使
用
し
て
い
る
佛
教
用
語
と
し
て
の
「
業
」
は
、
以
上
の
諸
説
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
何
を
間
う
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

「
業
」
は
も
と
も
と
行
為
で
あ
り
、
行
為
ｌ
結
果
ｌ
余
力
を
意
味
し
て
い
る
限
り
、
人
間
の
現
存
在
と
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
み
ず
か
ら
の
人
間
形
成
の
場
と
し
て
の
人
生
を
考
え
る
と
き
、
現
在
か
ら
未
来
へ
の
「
生
」
を
内
実
化
し
て
ゆ
く
こ
と
が

何
よ
り
も
問
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
み
ず
か
ら
が
み
ず
か
ら
の
人
間
形
成
を
な
す
、
と
い
う
立
場
を
再
確
認
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、

「
業
」
を
考
え
る
今
日
的
課
題
の
原
点
が
あ
る
、
と
お
も
う
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
文
部
省
科
研
「
総
合
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
）

伸
・
行
（
進
）
と
い
う
五
種
で
あ
る
が
、
こ
の
理
解
は
、
わ
れ
わ
れ
が
普
通
に
「
業
」
を
考
え
る
の
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
「
業
」
を
実
体
（
日
ゆ
く
怠
）
の
動
的
属
性
と
み
る
活
動
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
田
心
相
心
し
」
圭
へ
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